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出論文『コード化された表現手段』 (Coded Mediums) についても同じことが言えないわ
けではない、つまり「この論文のどこに新知見があるのか？」といった疑問を発すること
が大いに可能であるからです。実際にも副査の一人からそのような指摘がなされました。
これが理論系の学生の論文であればそれは致命的な打撃となったでしょうが、ここにある
のはあくまでも具体的な素材にかかわるアーチストが自分の目と手をとおして、つまりそ
の身体性によって感じ考えたことの成果であり、そこにかけがえのない価値があることを
忘れてはなりません。
　「コード化された」というのは、私たちの高度に発達した資本主義による現代社会が大
量生産によって幾重にも記号化され、階層化され、本物と模造品の区別が曖昧になり、か
つてあった本物の絶対的な優位が――たとえば最近の美少女ロボット未夢（ミーム）が与
えた衝撃を見ても分かるように――少なくとも美的な意味においては揺らいでいる事態を
見据えた言い方です。マーセルさんによれば、「テクノロジーの進歩は私たち人間が周囲
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の世界をコード（暗号）化するやり方、つまり記号とか象徴に影響を与え、私たちが暮ら
す環境をも変えてきた」 (「要旨」 )わけですが、これ自体は目新しい主張でもなんでも
なく、ほとんどクリシェ（常套的な言い方）であることは言うまでもありません。しかし、
これ自体がまたしても常套的と言わざるをえませんが、「アウラ」のベンヤミンとシミュ
ラクル（摸像）の大御所ボードリヤールを援用しつつなされる具体的な記述、あるいは類
例化にこの人ならではの取り合わせの妙、ときに閃きが見られる点は大いに評価すべきで
しょう。
　マーセルさんの言う「現実とイメージが隣り合っている」現代社会ではイメージによる
現実（真実）の誤魔化し、改変といったものが頻繁に見られます。フィリップ・モリスが
かつて、タバコは健康の敵という非難をかわすために、いかにもアメリカ的な自由でたく
ましいカウボーイのイメージ（これ自体がハリウッド映画による一種のブランド化です）
を援用かつ利用して「マールボロー・マン」なるイメージを拵え上げ、同名の煙草を売り
まくったのはよく知られた話です（かっこいいカウボーイを演じた、つまりさんざんマー
ルボロ―を吹かした役者は３人とも癌で死んでいます）。そのときに使われた写真を「流
用」して名をなしたのがリチャード・プリンセスですが、この件にかんするマーセルさん
の記述はなかなか精彩に富んでいます。「プリンスは道徳的な判断をやり過ごすことなく、
一連のイメージがどのように機能するか、そのメカニズムと、そこに孕まれた矛盾を際立
たせる」(p.56)ことに終始したはずだったが、その結果つまり作品がオークションで高値
をつける皮肉を、彼はけっして見過ごしていないのです。
  『コード化された表現手段』の構成は次のようなものです（節については省略します）。
第 1章：さまざまな表現手段とそのメッセージ
第２章：21世紀の美術
第３章：アプロプリエーション（流用）のさまざまな方法
第４章：位置決め
第５章：結論
　この配列から具体的に見えてくるものはほとんどありません（この印象は節をすべてあ
げても変わらない）。ここにあるのは、悪い意味での抽象的な構成です。そして、こうし
た抽象性、見通しの悪さは全体を通じて一貫しており、けっしてエレガントとはいえない
文体もあいまって、本論文の無視し難い欠陥となっています。
とはいえ、「流用」のアーチストとして活動するカズンズ・マーセルさんが自らの芸術
的出自を辿った本論文には、批評家の言説には見出しがたいリアリティ、現場の感覚とも
言うべきものがあり、この点は大いに評価すべきものと考えます。
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